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れを用いた研究進捗管理実験．情報処理学会研究報告（マルチメディア通信と分散処理），pp. 245–250,

March 2006.

14. 種田良子，横山輝明，樫原茂，奥田剛，門林雄基，山口英．ユーザクラスタリングを用いた多義語の検索

精度向上手法の提案と評価．電子情報通信学会技術研究報告，OIS2005-89～96, pp. 7–12, March 2006.

15. 山口剛史，井島亮一，塚本和也，樫原茂，尾家祐二．実環境における無線 LANハンドオーバ決定指標の

調査～電波強度の問題点とフレーム再送回数の有効性～．電子情報通信学会技術研究報告，IN2005-206,

pp. 293–298, March 2006.

16. 小波篤志，嶋村昌義，飯田勝吉．VPNホース帯域割当手法におけるプロビジョニングアルゴリズムに関

する研究．電子情報通信学会技術研究報告，NS2005-170, pp. 49–52, March 2006.

17. 門林雄基，櫨山寛章，武智洋．IPトレースバック相互接続におけるパケットの秘匿性に関する一考察．

電子情報通信学会情報・システムソサエティ（ISS）第 2回情報通信システムセキュリティ時限研究会論

文集，April 2006.

18. 高井一輝，河口信夫．多様な人間関係を表現可能なアカデミックコミュニティシステム．人工知能学会

全国大会（第 20回）（JSAI2006）論文集，June 2006.

19. Kazunori Miyazawa, Shoichi Sakane, Ken-ichi Kamada, Mitsuru Kanda, and Atsushi Fukumoto.

Design and Implementation to Support Multiple Key Exchange Protocols for IPsec. In Proceedings

of Linux Symposium Volume Two, pp. 143–149, July 2006.

20. 遠山祥広，佐藤雅明，植原啓介，村井純．情報集約型車両情報管理ミドルウェアの設計と実装．情報処

理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム講演集，pp. 221–224,

July 2006.

21. 吉田廣志，伊藤誠悟，河口信夫．無線 LANを用いた位置推定ポータル Locky.jpと基地局データ収集手

法．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム論文集 (I)，

pp. 281–284, July 2006.

22. 久保力也，戸辺論，藤川和利，砂原秀樹．情報受信者の位置を考慮した情報配信手法の提案と実装．情報処理

学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム論文集，pp. 285–288, July 2006.
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23. 宮城安敏，島田秀輝，藤川和利，砂原秀樹．MANET（Mobile Ad-hoc Network）上で映像伝送速度が

低下する問題に対する一検討．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）

シンポジウム論文集，pp. 393–396, July 2006.

24. 高井一輝，河口信夫．ACS: 多様な人間関係を表現可能なコミュニティシステム．情報処理学会マルチ

メディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム論文集 (II)，pp. 577–580, July 2006.

25. 石橋賢一，米田孝弘，松浦知史，宇夫陽次朗，砂原秀樹．イベント参加者の交流を促進するシステム「タ

グ・マッチ」の開発と評価．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シ

ンポジウム論文集，pp. 581–584, July 2006.

26. 宮地利幸，知念賢一，篠田陽一．ネットワーク支援システムに必要な機能と設定記述．情報処理学会マ

ルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム講演集，pp. 769–772, July 2006.

27. 洞井晋一，松浦知史，砂原秀樹．移動センサを含めた環境情報を共有する基盤構築．情報処理学会マル

チメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム論文集，pp. 801–804, July 2006.

28. 川口誠敬，新井イスマイル，藤川和利，砂原秀樹．Geocrawler：位置情報をもとにした個人サイト向け

Webインデクサの開発．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シン

ポジウム論文集，pp. 929–932, July 2006.

29. 新井イスマイル，飯田龍，小林のぞみ，乾太郎，藤川和利，砂原秀樹．グルメ情報を含む Web 文書か

らのユーザ指向型評判情報抽出システムの開発．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル

（DICOMO2006）シンポジウム論文集，pp. 953–956, July 2006.

30. 島田秀輝，天目隆平，牧田孝嗣，砂原秀樹，横矢直和．アドホックネットワークを用いた位置に依存する実

空間情報の共有/提示システム．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）

シンポジウム論文集，pp. 957–960, July 2006.

31. 韓閏燮，寺岡文男．ハンドオーバを考慮した無線 TCPの効率的手法の設計と実装．情報処理学会マル

チメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム講演集，July 2006.

32. 川口裕樹，海沼義彦，張亮，林秀樹，寺岡文男．インターネットモビリティにおけるドメイン間移動時

の事前認証方式の提案と実装．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）

シンポジウム講演集，July 2006.

33. 森本将太，寺岡文男．IPv6における近傍性を考慮したDHTルーティングの提案．情報処理学会マルチ

メディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム講演集，July 2006.

34. 平岡達也，野間仁史，寺岡文男．万物通信における能力差を考慮した経路制御方式の設計と実装．情報

処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム講演集，July 2006.

35. Shinichi Doi, Satoshi Matsuura, and Hideki Sunahara. 移動センサを含めた環境情報を共有する基盤

構築．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム講演集，

July 2006.

36. 春原雅志，河口信夫．LinkCodget: Web サーバ上の移動ソフトウェアを用いた機器間連携機構．情報処

理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2006）シンポジウム論文集 (I)，July 2006.

37. 高井一輝，河口信夫．ACS: 多様な人間関係におけるコミュニケーションを支援するシステム．エンタ

テインメントコンピューティング 2006論文集，pp. 123–124, September 2006.

38. 鈴木啓之，伊藤誠悟，河口信夫．ParticleFilterを用いた複数無線 LAN基地局位置推定手法．情報処理

学会報告 2006-MBL-39 2006-ITS-27, pp. 15–22, November 2006.

39. 塚田学，佐藤雅明，植原啓介．インターネット自動車における車載器と携帯端末の連携に関する研究．慶應義

塾大学湘南藤沢学会第四回研究発表大会論文集 2005，ISBN: 4-87762-167-9, pp. 81–89, November 2006.

40. 石橋賢一，森島直人，砂原秀樹．TCPの輻輳制御パラメータの設定によるリンク特性の変化に対する通信

性能改善の可能性．第 14回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，pp. 61–66, November 2006.
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41. 妙中雄三，樫原茂，塚本和也，門林雄基，尾家祐二．VoWLANにおける無線 LAN再送回数を用いたハ

ンドオーバ制御機構の実装．電子情報通信学会技術研究報告，IN2006-102, pp. 79–84, November 2006.

42. 田中俊介，藤村直美．大学における就職活動情報共有システム．情報処理学会「分散システム/インター

ネット運用技術」シンポジウム 2006論文集，pp. 19–24, November 2006.

43. 木村美恵子，湯山洋一，中村素典，藤田裕子，伊藤篤，浅見徹，村上仁巳，中川晋一，木村朝子，松村

康弘，金城芳秀，友藤弘子，武田隆久．Ipv6技術を用いた画像入力型栄養管理システム（栄養計算・評

価・指導）．第 16回日本疫学会，2006.

44. 丸山伸，小塚真啓，中村素典，岡部寿男．Socket の複数アドレス対応による，Socket API の SCTP拡

張．情報処理学会研究報告「高品質インターネット」，2006-QAI-018, 2006.

45. 中野豊，中村素典，岡部寿男．ネットニュースサーバ群のトポロジーにおける諸性質の分析．情報処理

学会第 2回ネットワーク生態学シンポジウム，2006.

46. 丸山伸，小塚真啓，中村素典，岡部寿男．アドレス情報の変更通知を集約して再送できるようにする

mSCTP拡張．信学技報，IA2006-16, 2006.

RFC

1. G. Keeni, K. Koide, K. Nagami, and S. Gundavelli. Mobile IPv6 Management Information Base,

April 2006. RFC4295.

2. S. Sakane, K. Kamada, M. Thomas, and J. Vihuber. Kerberized Internet Negotiation of Keys

(KINK), March 2006. RFC4430.

3. Yuji Nomura, Rod Walsh, Juha-Pekka Luoma, Hitoshi Asaeda, and Henning Schulzrinne. A Frame-

work for the Usage of Internet Media Guides (IMGs), April 2006. RFC4435.

Internet-Draft

1. Hitoshi Asaeda, Kazuhiro Mishima, Yuji Nomura, and Jun Ogawa. An Architecture for the Access

of IMG Metadata, February 2006. draft-asaeda-mmusic-img-arch-00.txt.

2. F. Teraoka, K. Gogo, K. Mitsuya, R. Shibui, and K. Mitani. Unified L2 Abstractions for L3-Driven

Fast Handover, May 2006. draft-koki-mobopts-l2-abstractions-04.txt.

3. F. Teraoka, K. Gogo, K. Mitsuya, R. Shibui and K. Mitani. Unified L2 Abstractions for L3-Driven

Fast Handover, June 2006. draft-koki-mobopts-l2-abstractions-05.txt.

4. K. Kainuma and F. Teraoka. The PANA API, June 2006. draft-hiko-pana-api-00.txt.

5. Tatuya Jinmei. Clarifications on DHCPv6 Authentication, June 2006.

draft-ietf-dhc-dhcpv6-clarify-auth-01.txt.

6. S. Zrelli, S. Sakane, K. Kamada, and M. Ishiyama. XKDCP, the Inter-KDC protocol for cross-realm

operations in Kerberos, June 2006. draft-zrelli-krb-xkdcp-00.

7. F. Teraoka, K. Gogo, K. Mitsuya, R. Shibui, and K. Mitani. Unified L2 Abstractions for L3-Driven

Fast Handover, July 2006. draft-irtf-mobopts-l2-abstractions-00.txt.

8. F. Teraoka, K. Gogo, K. Mitsuya, R. Shibui, and K. Mitani. Unified L2 Abstractions for L3-Driven

Fast Handover, September 2006. draft-irtf-mobopts-l2-abstractions-01.txt.

9. K. Kainuma and F. Teraoka. The PANA API, June 2006. draft-hiko-pana-api-01.txt.

10. K. Kainuma and F. Teraoka. The PANA API, June 2006. draft-hiko-pana-api-02.txt.

11. S. Gundavelli, G. Keeni, K. Koide, and K. Nagami. NEMO Management Information Base,

October 2006. draft-ietf-nemo-mib-02.txt.

12. S. Sakane, S. Zrelli, and M. Ishiyama. Problem statement on the cross-realm operation of Kerberos

in a specific system, October 2006. draft-sakane-krb-cross-problem-statement-01.
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13. Katsushi Kobayashi, Kazuhiro Mishima, Stephen L. Casner, and Carsten Bormann. RTP Payload

Format for DV (IEC 61834) Video, October 2006. draft-kobayashi-avt-rfc3189-bis-00.txt.

14. S. Zrelli, Y. Shinoda, S. Sakane, K. Kamada, and M. Ishiyama. XTGSP, the Inter-TGS protocol for

cross-realm operations in Kerberos, November 2006. draft-zrelli-krb-xtgsp-00.

15. Hui Liu, Wei Cao, and Hitoshi Asaeda. Lightweight IGMPv3, MLDv2 Protocols, December 2006.

draft-ietf-mboned-lightweight-igmpv3-mldv2-00.txt.

学位論文

1. Koide, Kazuhide. A Study on Real-Time Measurement in the Internet. Graduate School of Infor-

mation Sciences, Tohoku University, January 2006.

2. Kenji Saito. i-WAT: The Internet WAT System — An Architecture for Maintaining Trust, Facilitat-

ing Peer-to-Peer Barter Relationships —. Graduate School of Media, Governance, Keio University,

February 2006.

3. 岩崎陽平．ユビキタスコンピューティング環境における機器間連携フレームワークに関する研究．名古

屋大学大学院，情報科学研究科，March 2006.

4. Hitoshi Asaeda. On Controllable Multicast Communication in the Internet. Graduate School of

Media, Governance, Keio University, July 2006.

5. 蟻川浩．高スループット計算を指向したグリッド環境構築におけるタスク実行支援フレームワークに関

する研究．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，September 2006.

6. 山本成一．IPマルチキャストにおけるトラフィックエンジニアリングに関する研究．東京大学，情報理

工学系研究科電子情報学専攻，December 2006.

7. 寺田直美．ストリーミング配信システムのためのエンドユーザ視聴品質推定手法に関する研究．奈良先

端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，December 2006.

修士論文

1. 熊木美世子．広域ネットワークにおけるマルチキャスト運用支援の研究．慶應義塾大学大学院，政策・

メディア研究科，January 2006.

2. 白畑真．ベイズ推測を用いた不正パケットスコアリング手法の研究．慶應義塾大学大学院，政策・メディ

ア研究科，January 2006.

3. 仲山昌宏．多層的な知人関係に基づく自己情報コントロールの実現．慶應義塾大学大学院，政策・メディ

ア研究科，January 2006.

4. 橋本和樹．インターネットを用いた個人を中心とした生体情報共有機構の構築に関する研究．慶應義塾

大学大学院，政策・メディア研究科，January 2006.

5. 久松剛．インターネットを用いた複数ストリーム同期再生機構の設計．慶應義塾大学大学院，政策・メ

ディア研究科，January 2006.

6. 廣瀬峻．実空間オブジェクトに付随する複合コンテクストの利用に関する研究．慶應義塾大学大学院，

政策・メディア研究科，January 2006.

7. 堀場勝広．パケットフロー観測手法を用いた受信者駆動型階層化マルチキャストストリーミングの研究．

慶應義塾大学大学院，政策・メディア研究科，January 2006.

8. 三島和宏．環境資源に適応する自律協調型メディア配信システムの設計と構築．慶應義塾大学大学院，

政策・メディア研究科，January 2006.

9. 山本聡．LEOネットワークにおける柔軟なデータリンクの構築．慶應義塾大学大学院，政策・メディア

研究科，January 2006.
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10. 佐川昭宏．ドメイン認証による迷惑メール対策技法の分析と実現．慶應義塾大学大学院，政策・メディ

ア研究科，July 2006.

11. 成瀬大亮．RFIDモデルに基づく実空間情報の統合に関する研究．慶應義塾大学大学院，政策・メディ

ア研究科，July 2006.

12. 遠峰隆史．分散環境におけるネットワークストリーミング管理制御機構の構築．慶應義塾大学，環境情

報学部，July 2006.

13. 渋井理恵．動的なネットワーク環境に適応するためのレイヤ間制御情報伝達機構．慶應義塾大学大学院，

理工学研究科，February 2006.

14. 戸田智雄．オーバレイネットワーク上における全文検索技術．慶應義塾大学大学院，理工学研究科，

February 2006.

15. 沼田雅美．多様な位置表現のための位置参照系解決機構の提案．慶應義塾大学大学院，理工学研究科，

February 2006.

16. 原史明．位置情報プラットホームにおけるプライバシ保護手法．慶應義塾大学大学院，理工学研究科，

February 2006.

17. 坂牧子．マルチドメイン環境におけるMobile IPv6サービス提供のための効率的な AAA機構の提案．

慶應義塾大学大学院，理工学研究科，February 2006.

18. 坂野あゆみ．LIN6の拡張による統合的モビリティプロトコルの提案．慶應義塾大学大学院，理工学研究

科，February 2006.

19. 山下裕．IPモビリティ環境に適応した鍵交換方式の設計と実装．慶應義塾大学大学院，理工学研究科，

February 2006.

20. Saber Zrelli. Design, implementation of a trusted third-party based cross-realm AAA system. 北陸先

端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，March 2006.

21. 井上朋哉．ポリシ指向 IPパケット制御機構の設計と実装に関する研究．北陸先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科情報システム学専攻，March 2006.

22. 内田幸治．インターネット驚異モニタ保護技術の開発．北陸先端科学技術大学院大学，情報科学研究科

情報システム学専攻，March 2006.

23. 磯崎直樹．ユビキタスセンサネットワークにおけるネットワークアーキテクチャに関する研究．北陸先

端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，March 2006.

24. 我如古津世史．大規模 IPマルチキャストネットワーク通信状態に関する実験的研究．北陸先端科学技術

大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，March 2006.

25. 青木太一．あいまい全文検索におけるディスクアクセス数の見積もり．奈良先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科情報システム学専攻，March 2006.

26. 池部実．動的なデータ発生・移動に対応しメタデータを用いたデータグリッドシステムの提案と評価．

奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2006.

27. 大橋純．視覚情報により強化された 3Dサウンド場による共有型多人数音声チャットシステムの設計と

実装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2006.

28. 斉田佳輝．サンプリング計測におけるパターンマッチング解析手法によるトラフィック傾向把握手法の

実装と評価．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2006.

29. 森本健志．プレゼンテーション資料バージョン管理システムの実装と評価．奈良先端科学技術大学院大

学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2006.

30. 藤田祥．データパスの再構成を可能にするネットワーク処理アーキテクチャに関する研究．東京大学，

情報理工学系研究科電子情報学専攻，March 2006.

31. 藤巻聡美．IPv6ハンドオーバにおけるバッファリンク機能の有効性の検証．東邦大学大学院，理工学研

究科，February 2006.
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卒業論文

1. 苧阪浩輔．ネットワーク型RFID技術に関する実装・運用面からの考察．慶應義塾大学，環境情報学部，

January 2006.

2. 大薮勇輝．アドホックネットワークにおけるネットワーク負荷を考慮したコンテンツフラッディングモ

デルの提案．慶應義塾大学，環境情報学部，January 2006.

3. 中村友一．複数地図サービスを用いた地図連携プラットフォームに関する研究．慶應義塾大学，環境情

報学部，January 2006.

4. 水谷正慶．NIDS運用の効率化に関する研究．慶應義塾大学，環境情報学部，January 2006.

5. 市川隆浩．位置秘匿性を有する匿名 IPモビリティ通信機構．慶應義塾大学，理工学部，January 2006.

6. 川口裕樹．インターネットモビリティにおけるドメイン間移動時の事前認証方式の提案と実装．慶應義

塾大学，理工学部，January 2006.

7. 内藤厳之．マルチチャネル環境における IPv6 高速ハンドオーバの実現．慶應義塾大学，理工学部，

January 2006.

8. 森本将太．IPv6 における近傍性を考慮した DHT ルーティングの提案．慶應義塾大学，理工学部，

January 2006.

9. 山本彰．プライバシを考慮した個人用EPCISシステムの提案．慶應義塾大学，理工学部，January 2006.

10. 平岡達也．万物通信における能力差を考慮した経路制御方式の設計と実装．慶應義塾大学，理工学部，

January 2006.

11. 安本直史．拡張された無線アドホックネットワーク環境における動的な経路制御手法の提案．東京大学，

工学部電子情報工学科，March 2006.

12. 大木裕介．マルチホーム接続環境下でトラフィックの経路最適化を動的に実現する手法の提案．東京大

学，工学部電子情報工学科，March 2006.

13. 田中陽介．アドホックネットワーク環境における電子メールサービス提供手法の提案．東京大学，工学

部電子情報工学科，March 2006.

14. 落合秀也．大規模小型ノードネットワークにおける XML翻訳機構の導入．東京大学，工学部電子情報

工学科，March 2006.

15. 鈴木啓之．自走機を用いた無線 LAN基地局の位置推定に関する研究．名古屋大学，工学部電気電子・情

報工学科，February 2006.

16. 春原雅志．Webサーバ上で連携を行う移動ソフトウェアに関する研究．名古屋大学，工学部電気電子情

報工学科，February 2006.

17. 高井一輝．アカデミックな活動を支援するコミュニティシステムに関する研究．名古屋大学，工学部電

気電子・情報工学科，February 2006.

18. 飯塚裕一．ソフトウェアの安全・安心なネットワークインストール手法．名古屋大学，工学部電気電子

情報工学科，February 2006.
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